
上昇相場が続く、サウジとロシアが供給調整を延長
NY原油先物相場は、1バレル=86～88ドル水準まで値上がりする展開になった。前週に続いて国際原油

需給のひっ迫見通しを織り込む動きが優勢であり、昨年11月15日以来の高値を更新している。9月6日

までは9営業日続伸となり、高値は88.08ドルに達している。ブレント原油は90ドルの節目も上抜いて

いる。ドル高や中国経済の減速懸念が上値を圧迫したが、それ以上に国際原油需給ひっ迫化に対する警

戒感が強かった。

サウジアラビアとロシアは9月5日、自主的に実施している供給削減策の期限を9月末から年末まで3か

月延長すると発表した。サウジアラビアは日量100万バレルの減産、ロシアは30万バレルの輸出削減を

続けることになる。毎月、市場環境に応じて供給削減幅の調整を行う方針も示されているが、いずれに

しても原油需給管理に強い意欲を示したことはポジティブ。既に世界的に原油在庫の取り崩しが始まっ

ているが、7～9月期のみならず10～12月期の需給がひっ迫化するとの見方が強化されている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月1日時点）は、原油が前週比631万バレル減、ガソ

リンが267万バレル減、石油精製品が68万バレル増となった。
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【現状確認】
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需給ひっ迫の上昇地合が続く、ブレントに続く90ドルにトライ

2

【展望】

国際原油需給のひっ迫見通しが強化される中、押し目買い優

勢の展開が維持されよう。短期的な過熱感も強いが、サウジ

アラビアとロシアの供給調整が続く影響で、年末に向けて更

に在庫減少が進むとの見方が強化されている。このまま在庫

減少傾向が維持されると、ブレント原油に続いてWTI原油も

90ドル台乗せを試す可能性がある。

現在の原油価格水準でサウジアラビアとロシアが供給削減策

の延長を決めたことに対しては、消費国から批判の声も強い。

従来だと、米国などから産油国に対して増産の要請が行われ

る局面だが、今回はそうした動きは想定しづらい。特に米国

とサウジアラビアの関係性が著しく悪化する中、米国の要請

や圧力でサウジアラビアの供給調整が止まる可能性は低い。

世界がどこまでの原油高を受け入れるのか、経済・政治・社

会の対応力の限界が試される局面になろう。

9月12日に石油主出国機構（OPEC）、13日に国際エネル

ギー機関（IEA）が最新の月報を公表する。ここで改めて国

際原油需給のひっ迫見通しが示されると、期近限月主導の上

昇地合が続く可能性が高まる。また、米原油在庫は今年最低

水準の更新が続いているが、9月13日の統計で更に在庫の取

り崩しが確認された際にも、買い安心感が強まろう。

一方、中国経済の減速懸念が非鉄金属相場などの上値を改め

て圧迫する動きが観測されている。9月15日に中国の8月経済

指標の発表が集中するため、ここで中国経済リスクを更に高

めるような動きがみられると、原油市場でも短期筋の利食い

売りが膨らむ可能性がある。また、9月13日には8月米消費者

物価指数が発表される。米金利・ドル・株価が大きく動くと、

原油相場も影響を受ける可能性がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

NY原油先物 大口投機筋ネット建玉

（出所）CFTCよりマーケットエッジ作成

（枚）

40,000

41,000

42,000

43,000

44,000

45,000

46,000

47,000

48,000

米原油在庫

（出所）EIAよりマーケットエッジ作成

（万バレル）

480

500

520

540

560

580

600

620
米石油リグ稼働数

（出所）Baker Hughesよりマーケットエッジ作成

（基）



©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved. 3

【ディスクレーマー（免責条項）】

本レポートは、本取引所がマーケットエッジ株式会社から提供を受けて、公表しているものであり、本レ

ポートの内容に関する一切の権利は、マーケットエッジ株式会社に帰属いたします。本取引所は、本レ

ポートの正確性、完全性、適時性等を保証するものではありません。また、本取引所は、本レポートを用
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